
1 

 

令和６年度第４回北海道日高地域公共交通活性化協議会 

議  事  録 

 

日 時 令和７年(2025 年)２月 13日（木）14時 00 分から 

場 所 日高合同庁舎 ２階 202 会議室 

出席者 別紙「出席者名簿」のとおり 

議 題 １ 振興局の取組について 

２ 各町の取組について 

３ 各バス事業者の取組について 

４ 国の支援事業について 

 

【日高振興局 井神課長（協議会事務局次長）】 

 定刻となりましたので、ただ今から第４回北海道日高地域公共交通活性化協議会を開催いたします。

本日の司会進行を務めます井神です。よろしくお願いします。開催にあたりまして、本協議会の副会長で

あります粟田部長から一言ご挨拶申し上げます。 

 

【日高振興局 粟田部長（協議会副会長）】 

粟田でございます。本日はお忙しい中お集まりいただきありがとうございます。 

地域交通をめぐる状況はかなり厳しくなっており、札幌市内においてもバスの維持が難しいと言う声

も聞こえております。人口減少に伴う利用者の減少もありますが、バス運転手の人手不足による影響が

かなり大きいものと切実に感じてございます。その中にあっても日高管内におきましては、官民連携に

よる新しい取組やデマンド交通の導入のほか、運転手確保に向けて様々な知恵を絞りながら PR 活動を行

っていただいている状況でございます。本日は各団体の取組の共有に加えて、国の支援制度の情報提供

をいただくこととしておりますので、今後の取組の参考になればと思います。各団体で取り組む事業を

より効果的にできればと思いますので、本日はよろしくお願いします。 

 

【日高振興局 井神課長（協議会事務局次長）】 

 議事に入る前に資料の確認をさせていただきます。 

 ここからの進行は粟田副会長にお願いいたます。 

 

【日高振興局 粟田部長（協議会副会長）】 

 それでは、議題に入ります前に本日の出席状況について報告します。オンラインでご出席予定の室蘭

開発建設部の山口課長とまだ繋がっておりませんが、委員 20 名のうち 17 名の出席をいただいておりま

すので、協議会規約第６条６項の過半数以上の出席を得て、会が成立していることを報告します。 

 それでは議題に入ります。議題１振興局の取組について事務局から説明をお願いします。 
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【日高振興局 上田係長（事務局員）】 

 日高振興局地域政策課の上田です。資料１に沿って説明させていただきます。資料１は計画で掲げる

３つの基本方針に沿って構成員の皆さんから事前に教えていただいた取組をまとめた資料になります。

この後、各町の皆さんや各事業者の皆さんにお話いただく時間がありますので、ここでは振興局の取組

について説明させていただきます。 

 まず、広域交通の維持確保についてでございます。資料の右下になりますが、今年度は振興局で勉強会

を開催させてもらいました。主に振興局職員を中心としておりましたが、各町の職員にもご参加いただ

き、複数回開催をさせていただきました。各回テーマは異なりますが、公共交通をテーマに各町の抱える

課題や克服に向けた取組の考え方を学んだほか、自動運転など交通分野で先進的な取組をしている自治

体への視察も行いました。 

このほか、計画に基づく取組の進捗を皆様と共有する活性化協議会は、今回含め４回開催させていただ

きました。そのほか、日高管内の路線で今見直しを行っているところであり、振興局も関わらせていただ

きながら協議してきた部分を掲載させていただいております。こちらの取組については関係町の皆さん、

バス事業者の皆さんから情報提供をいただきながら引き続き参加していきたいと思います。 

次に資料の２枚目、利用促進の取組でございます。振興局の取組は中段の下の方にありますノーカーデ

ーの推進です。昨年９月 20 日から 10 月末までノーカーデーの推進として、通勤時における自家用車利

用を控え、公共交通の利用を促進することを目的に独自に本庁の取組と足並み揃えてノーカーデーの取

組を行いました。のべ人数で 697 名の参加がありまして、振興局でも公共交通を使っていただくために、

通勤に適した時刻表の作成や推進強化日を設定して取組を進めてきたところです。こちらについても次

年度も引き続き取組を進めていきたいと考えております。 

最後に資料の３枚目、担い手確保の取組でございます。５月の活性化協議会でもありましたが、特に運

転手の不足が深刻であることは協議会の中でもお話がございまして、振興局においても、道外での移住

定住に向けたイベント等の機会を捉えて、日高地域のバス運転手の求人情報について移住定住をお考え

の方にご案内をすることで運転手確保に向けて取り組んで参りました。また、資料右下の部分でが、若者

に向けた運転手確保の取組として、今年度は管内の高校生１年生から３年生を対象にバス事業者の皆さ

んと協力をしながら運転手の業務内容や待遇、免許取得の支援について、高校生に向けて情報発信をし

たところです。更に、こちらもバス事業者の皆さんにご協力いただき「地元しごと魅力発見ブック」にバ

スの仕事を紹介するページを設け、管内の高校生や管内出身の大学生などに配付することで、若い方向

けにバス業界を PRしたところです。このほか、今後「自衛官向けバス運転体験会＆説明会」の開催を考

えております。現在、静内駐屯地さんのほか、道南バスさんとジェイ・アール北海道バスさんとお話をさ

せてもらっていますが、３月７日の 13 時半から静内駐屯地で管内に特化して走っている道南バスさん、

ジェイ・アール北海道バスさんと静内駐屯地にご協力いただいて、静内駐屯地の自衛官の皆さんを対象

にバスの試乗体験や業務内容の説明を行うことで、退官後の再就職先としてバス業界を PR したいと思っ

ております。こうした高校生に向けた業務説明会や道外での移住定住イベントと連携したバスの運転手

確保対策なども、引き続き、振興局で次年度以降取り組んでいきたいと思っております。振興局の取組に

つきましては以上でございます。 
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【日高振興局 粟田部長（協議会副会長）】 

今の振興局の取組の報告につきまして、ご質問ご意見はありますか。 

 

【浦河町 長崎課長】 

 浦河町の長崎です。私も振興局さんと一緒に上士幌町へ視察に伺わせていただいて、若手の勉強会に

ついては、当町も参加、不参加がありましたが、勉強会において、日高でこのような取組をすれば良いの

ではと言う具体のアイデアや前向きな意見はありましたでしょうか。 

 

【日高振興局 上田係長（事務局員）】 

時間が限られている中ではありましたが、勉強会では、案として振興局のノーカーデーで使わせてもら

いましたが、公共交通を使用していただくためにどうすれば良いかと言う検討の中で、時刻表をつくる

といったアイデアが出ましたので、ノーカーデーの取組の中で取り入れさせていただきました。 

 

【浦河町 長崎課長】 

 利活用面のアイデアですね。持続可能な公共交通と言う皆さん一番悩んでいるところまでは中々難し

いですね。 

 

【日高振興局 粟田部長（協議会副会長）】 

 どのように利用率を伸ばすかと言う観点で、自分が一番使う通勤時間の時刻表を抜き出して持ち歩け

るサイズにすると言うアイデアをノーカーデーの前に合わせて実施したのもあります。 

 

【浦河町 長崎課長】 

 振興局の職員であれば、札幌でも公共交通を使う方も多いと思いますが、自治体では自家用車に慣れ

ていることもある中で、どうすれば使ってもらえるか、交通弱者と言われるような乗れない方に対して

も、行政としてどのような支援が適切かと言ったところは、町職員も参加していますので利用のみなら

ず維持にどのような仕組みが良いのかと言うところまで話ができるようになると、個別の単一自治体だ

けでは考えつかないことに繋がるのではないでしょうか。そうした観点も含めて、上士幌町での取組の

推進もあると思いますので、できれば更に仕組みも含めて各町に呼びかけていただければ、視察会場に

伺ったら、当町と日高町だけでした。どちらかというと公共交通の視察と言うよりは、上士幌町に振興局

の若手も含めて学習へ行くので、良かったら来ませんかと言う形だったので、成果として位置づけるの

であれば、公共交通のための視察として実務者を連れて行く形で組んでもいいのかなと思います。若手

の勉強も良いが、実務者を連れて交通に特化した視察の方が良いと思います。 

 振興局のノーカーデーは、利活用に関する取組だと思いますが、今後の展開や他の地域に広げていき

たいという考えはありますか。 

 

【日高振興局 粟田部長（協議会副会長）】 

道全体で取り組んでいるノーカーデーの期間があり、各地域で期間を長めにするなど、独自色を出して

います。それぞれ交通の状況も違うと思うので、公共交通がたくさんあるところもあれば、限られている
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ところもあり、振興局ごとに様々な状況があると思いますので、状況に合わせて工夫を凝らすことはあ

ると思いますが、振興局になると公宅群が決まっていて、そこからの通勤となると捉えやすい部分はあ

りますが、各自治体に落とすとなると住んでいる場所がバラバラになると思いますので、その中で取り

組むことを考えますと、更なる工夫が必要かと思います。 

 

【浦河町 長崎課長】 

 どちらかと言うとオール北海道でやっている環境対策としての意味合いが強いのでしょうか。 

 

【日高振興局 粟田部長（協議会副会長）】 

 ノーカーデー自体は交通政策担当課で取り組んでおりますので、環境対策の面もあると思いますが、

公共交通の利用促進がメインです。 

 

【日高振興局 井神課長（協議会事務局次長）】 

 公宅に住んでいる振興局職員が多いので、近隣を路線バスが走っています。そんな状況なので取り組

みやすいですが、一斉にやると乗れる人乗れない人が状況によって様々だと思うので、そこが課題とし

てあるのかなと。 

 

【浦河町 長崎課長】 

 当町も職員住宅はあまりないですが、国の出先の方も含めて呼応して出来れば利用促進となるので。 

 

【日高振興局 粟田部長（協議会副会長）】 

 お声かけはしてもいいですよね。 

 

【浦河町 長崎課長】 

 それもありだと思います。ただ、実態として公共交通に馴染んでいないところもあるので、そこを横展

開していけると利用促進に関してはもっといいのかなと。次年度以降もし何かあればそう言うのもあっ

てもいいのかなと。 

最後に、免許返納関係なんですが、実際計画にはあるけども成果としてはなかなか難しいのかなという

ことで記載が無いという理解で良いですよね。前年にはお店を回るっていう話もあったけども、なかな

かそこまでやることは難しいという評価なんですよね。 

 

【日高振興局 井神課長（協議会事務局次長）】 

 そうですね。当初、様々な経過があって入れさせてもらっていると聞いておりますが、取組があって、

その結果として返納が進む、という順番かと考えているので、ここについては、また改めて皆さんと話し

合いしながら計画の方考えていきたいと思っています。 

 あと長崎課長、先ほどのご指摘の中で、上士幌町の件、例えば、他の自治体や上士幌町の中でも具体に

掘り下げてみたい部分があれば、考えていきたいと思っていますがいかがでしょうか。 
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【浦河町 長崎課長】 

 既に見させてもらったデマンドのシステムも含めて、個別にゼロカーボン、脱炭素や SDGｓは別のチー

ムでも視察に行っています。今回は今回で見ることができましたので、うちは上士幌町については参考

にさせてもらっていまして、それ以外のところに視察に行ければと思っています。他にお薦めがあれば

検討していきたいので、そういう情報をいただきたいと思います。 

 

【新ひだか町 樋爪課長】 

 今の関係で、視察であれば、後志地域でも複数町で連携してバスの広域運行をされていることと、上川

地域の方でも振興局さんが事務局となって、広域交通の取組をされていることがあります。こちらの地

区でも今まさにそれが問題になってきておりますので、取組の情報共有や視察も含めて検討いただける

と良いと思います。 

 

【ジェイ・アール北海道バス 大木部長】 

 弊社では、移住交流フェアなどに参加させてもらっています。実際、応募もあり実績や効果もあって、

すごくいい取組だと感じているところです。３月に静内駐屯地で勤務されている自衛官を対象にした説

明会が計画されていると言うことですが、報道関係への共有の予定はございますか。 

 

【日高振興局 上田係長（事務局員）】 

 報道関係への投げ込みを前提に関係者と調整しております。 

 

【ジェイ・アール北海道バス 大木部長】 

 ニュースで十勝バスさんが帯広の駐屯地で取り組まれているのを見まして、静内でもやっていただい

て、道南バスさんや弊社に応募者が増えれば良いと思っていました。そうしたアピールも是非とも頑張

っていただきたいのでよろしくお願いします。 

 

【新ひだか町 樋爪課長】 

 交通計画策定の意味としまして、地域間幹線系統の国庫補助を計画に登載することで活用できる話で

あったと思いますが、実際に日高地域では地域間幹線系統の国庫補助要件を満たさない、外れる路線が

出ている現状が計画の中に入っておりません。本来、広域の部分をどうするのか、例えば数字などで具体

的に維持ができている、もしくは、要件を満たさなくなる部分は何とかして維持できないのかというこ

との協議がなされるべきものと思います。様々な取組をする必要はあると思いますが、そこを無くして

は、結局意味を成さないと思いますので、計画に登載されている路線の状況をしっかり記載し、検討・協

議すべきと思います。 

 

【日高振興局 粟田部長（協議会副会長）】 

 ほかにご質問はありますでしょうか。最後に改めて質疑応答の時間を設けますので、次に移らせてい

ただきます。それでは、議題（２）各町の取組についてご報告いただきたいと思います。オンラインで繋

がっております日高町の林谷課長お願いします。 
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【日高町 林谷課長】 

  日高町でございます。現在 AI デマンドバス「すこバス」を実証運行しています。令和７年９月まで５

か月間で実証運行をして、10 月１日のとみくるオープンに合わせて本格運行しようと考えております。

ただ、料金の問題や乗る場所の問題、自宅から目的地までの数が多すぎて、同じような目的地を選ぶ方が

多くおりますので、箇所の整理が必要だと思っております。また、料金が LINE 予約と電話予約で金額が

異なりまして、統一した方が良いと言う意見もありますので、今後、論点を整理しながら本格運行に向け

て進めていきたいと思います。以上です。 

 

【日高振興局 粟田部長（協議会副会長）】 

 ありがとうございます。続きまして、平取町の山田課長お願いします。 

 

【平取町 山田課長】 

 平取町でございます。当町はデマンドバスに早期から取り組んでおります。振内地区、本町地区から先

行スタートし、系統廃止でバスが走らなくなった貫気別地区も含めて現在３地区でデマンドを運行して

いる状況です。アイヌ政策推進交付金の交付要件を満たすように路線の見直しを随時行うことで路線バ

スの利便性向上に繋がるよう心がけて運行しています。昨年、JR 北海道さんの苫小牧－鵡川間の時刻変

更があり、合わせて道南バスさんの運行時間も変わったことから、デマンドバスもダイヤを変更しまし

た。地域の山間部まで足が途絶えないように取組を随時進めております。 

新たな取組として、令和５年度に交通計画を見直した中でボランティア有償運送の枠組みを貫気別地

区で実験的に始める考えでいました。この取組も２月に振興局さんに手伝っていただきながら、共創 MaaS

実証プロジェクトを活用できないか検討を重ねたところですが実施まで話が進まず終わっています。 

 広域の部分につきましては、共創 MaaS 実証プロジェクトでの協議において、新冠町さんと日高町さん

とさせていただいた経緯があります。その後に日高町さんとは距離が長い富内線（山日高のターミナル

ー富川高校）のあり方について２町で協議をしております。特に富内線は距離が長く、コスト的にも大変

です。道南バスさんの運転手が辞めてしまうと即運休に繋がると言う事象も出ています。具体的な協議

の内容としては、例えば振内地区での乗り継ぎや振内地区までのデマンド運行、あるいは温泉（二風谷地

区）で乗り継ぐ、温泉までデマンドにする、デマンドと路線バスのハイブリッドと言った形で何とか存続

できないか検討しており、11月には道南バスさんとも協議をさせていただいているところです。 

 まだ頭出しの段階で具体的に事業者さんとの協議は進んでおらず、実際にそうすることでのメリット

まで踏み込めてはいませんが、少しずつ協議を始めることで、距離が長くて厳しい部分も事業者さんと

協力しながら検討ができるかと言うところです。以上です。 

 

【日高振興局 粟田部長（協議会副会長）】 

 ありがとうございます。それでは、新冠町の原口係長お願いします。 

 

【新冠町 原口係長】 

 新冠町でございます。平成 23 年度、道南バスさんが国道から山間地域に入る路線を廃止したことで、

当町と日高町さんと合同でデマンドを導入しました。また、もう１本沢がある方の山間地域を走ってい
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た道南バスさんの路線が廃止となりましたので、町内全域で定時定路線のコミュニティバスを走らせて

います。８年程度経過する中で、当時のニーズ、高齢者の皆さんの逝去や施設への入居で半分近く利用者

が減少しています。令和５年度に地域再生計画を策定したことに伴いまして、当町も昨年度、先駆的に取

り組まれている上富良野町や富良野市、南幌町、厚真町の視察に個別に伺って、当町にとって何が正解か

探っているところです。今後、全域を一度リセットしてデマンド化することで、来年度早々に共創 MaaS

実証プロジェクトに手を挙げて、詳細を詰めていきたいと考えております。 

一方、幹線については、どの町も基本的に町内で完結している事業ではありましたが、当町では生活拠

点、買い物は隣町の新ひだか町がメインとなりますことから、幹線を補っていただく民間路線への接続

を第１に考えながらデマンド運行を進めていきたいと考えております。また、来年度は両隣の町との連

携が出てくると思いますので、改めて個別に相談させていただければと思っておりますし、情報も皆さ

んに共有させてもらいたいと思っております。以上です。 

 

【日高振興局 粟田部長（協議会副会長）】 

 ありがとうございます。それでは次に浦河町の長崎課長お願いします。 

 

【浦河町 長崎課長】 

浦河町でございます。先日、報道にもあり、協議会でも諮りましたが、デマンドの試験運行から本格運

行に移行しました。空白地帯を地元の事業者と連携しながら試験運行したことで、一定の固定客の確保

や外国人と言った新たなニーズが出てきました。一方で共創 MaaS 実証プロジェクトの利用状況も含めて

情報収集をしており、何が良いか実際に業者やシステムの視察も様々させていただいて、課題が見えて

いるところもあります。横長縦奥の当町の地形の中で、AI を使うまでのものが必要かも含めて検証が必

要と認識しています。事業者と話をした中では、町の形態をどうするかと言う考え方が整理できていな

ければシステムを先行して進めるのも良くないと思います。試験から本格移行を見定める中でニーズを

見ていき、今後の中学校の統廃合に合わせた見直し、システム活用ができるかと言うことも含めて検討

している状況です。 

令和７年度中は町内全体の公共交通機関の既存の足との組み合わせをどのように整理していくか、ど

ういうシステムがあるか、当町に合う形で導入できるかを併せて検討していく必要があります。様々な

システムがあり、当町に合う形を見つけ出すまで、しばらく様子を見てでも、デマンド自体はスタートし

ていますので、AI までいかなくても予約システムだけでも良いか、外国人の対応ができるように多言語

化を求めた方が利用客が伸びるかなど、合う仕組みを検証する１年になると思います。浦河町のあり方

を整理した中で協議会に諮り、事業者と相談しながら、当町に合う仕組みを導入することになります。 

一方で、もう一つは地域間交通と言うことで、新ひだか町との路線については、２町をまたぐ話でジェ

イ・アール北海道バスさんと道南バスさんがそれぞれ関係する状況もありますので、何度かご相談はし

ていますが活用できる制度の研究が必要です。事業者さんの切実な状況も聞いていますので、利用者も

含め、着地点を見つけていきながら、どのように国庫補助が外れた分の財源を確保すれば良いかを考え

る必要があります。計画を策定し進める北海道の知恵と力も借りたいと思っていますので、最適化した

いですが実際はお金も人もいません。利用者にとっての最適化の話が、減便する一方の議論にならざる

を得ない状況も出ていますので、知恵とお金を出しながら適正化することで議論する必要があると思い
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ます。今の仕組みでは該当しない補助制度があると思いますので、知恵を借りたいと思っております。２

町をまたぐ議論で道にも間に入ってもらわないと最終的な整理がつかないとも思っていますので、引き

続き相談していきたいと思います。様似町、えりも町にも起こり得る事態でもありますので、本協議会を

通じて連携しながらやっていきたいと思います。 

 

【日高振興局 粟田部長（協議会副会長）】 

 ありがとうございます。次に様似町の野里課長お願いします。 

 

【様似町 野里課長】 

 様似町でございます。資料にチラシを添付させていただきました。今年度５月に初めて自家用有償運

送の認可をいただいて乗合ワゴンの運行を始めております。町内を２地区に分けて１日３往復しており

ます。当初は自宅と病院・公共機関の２か所の目的地で始めましたが、別の場所へのニーズもありました

ので、11 月からは 10 か所に目的地を増やしたことで徐々に利用者も増えています。システムの導入も検

討しましたが、１日あたり３人程度の利用ですので、まずは知っていただくことで利用者を増やす取組

が先決と認識しておりますので、老人クラブの会合で利用を呼びかけるなどの周知活動を最優先にして

利用を促進する取組を進めていきたいと思っております。 

 あと、日高広域連携推進協議会の中で移住体験とバスルート試乗体験モニターツアーに取り組んで、

良い成果が出ていると思います。本事業にとらわれず、移住体験住宅の使い方として、次年度からインタ

ーンで利用してもらうことに特化して使っていきたいと思っております。ジェイ・アール北海道バス様

似営業所さんと連携しながら積極的に有効活用していただければと思っております。以上です。 

 

【日高振興局 粟田部長（協議会副会長）】 

 ありがとうございます。続きまして、えりも町の石川課長お願いします。 

 

【えりも町 石川課長】 

 えりも町は他の町とは違い、幹線である国道と道道にジェイ・アール北海道バスさんが走っています。

町民や議会からは他町のようにデマンドバスなどを運行してはと言う話もありますが、実際運行すると

山側に行くわけではありませんので、ジェイ・アール北海道バスさんと競合してしまいます。ジェイ・ア

ール北海道バスさんには、他町と繋いでいただくためにも残ってもらわなければなりませんので、現状、

ジェイ・アール北海道バスさんの利用を促進することと、タクシー乗務員がどうなるか日交さんと協議

をしながらタクシーを残す方向で努力すること、難しい場合は、公共ライドシェアも含めて、日交さんと

協議しながら、様似町で行っている乗合ワゴンになるか、決まっていませんが、タクシーに代わるものも

含めて協議しているところです。以上です。 

 

【日高振興局 粟田部長（協議会副会長）】 

 ありがとうございます。それでは最後に、新ひだか町の樋爪課長お願いします。 
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【新ひだか町 樋爪課長】 

 新ひだか町でございます。私からは当町の取組と７町連携の取組について説明いたします。まずデマ

ンド交通について、昨年 10 月から開始しております。令和３年の JR 廃線後、地域の公共交通を再構築

する必要に迫られる中、道南バスさんが走る路線や町直営で走る路線をどうするか検討をいたしました。

道南バスさんとの協議の結果、利用者の少ない御園線は廃線となりましたので、共創 MaaS 実証プロジェ

クトを活用してシステムを導入することでデマンドを走らせています。旧御園線のエリアを運行してお

り、週３回１日５名程度利用があります。更に高校生の足も確保しなければなりませんので、通学専用の

便と予約型で網羅できればと思っていましたが、定時で通勤に使われる方が一定数いたことから、急遽、

定時定路線の運行も開始したということで現在３本立てで運行しています。元々、道南バスさんの運行

エリアと言うことで一定程度の利用者がいますが、４月からは同じエリアで中身を見直しながら運行を

継続することで更に検証を進めていければと思っております。将来的には町内全域をデマンドでと言う

思いはありますが、合併町で距離があります。費用面や運転手の確保がかなり厳しく、本来であれば４月

から新しい地域での運行を考えていましたが手をつけられない状況です。スクールバスも含め町直営で

大型バスを 19台抱えており、運転手や経費が増大しています。民間バス事業者への補助も増えてきてい

ますので、スリム化しないと次に行けないと言う厳しい状況です。引き続き検討していきたいと思って

いるところです。 

 次に、日高地域広域公共交通の最適化の進捗状況です。JR 廃線後の拠出金を活用してバス転換した便

を運行しているバス事業者への欠損補助などを中心としている協議会です。取組状況の中に令和６年度

の定期総会や令和５年度の定期総会の記載をしておりますが、簡単に説明しますと、令和３年から JR 廃

線後、新しい形態でバス転換しましたが、令和４年の時点でバスの運転手不足や利用者が少ないなど運

行が難しいとの話があり、ジェイ・アール北海道バスさんや道南バスさんと協議しながら、令和５～７年

の３年間で最適化を進める話になりました。その中で 2024 年問題が加わり、バス事業者は運転手が確保

できず赤字が増大する苦しい状況があり、令和６年度の定期総会において令和８年度まで３年を待たず

にできるところから取り組もうと言う話になっております。 

見直す路線は計画に紐付いておりますが、苫小牧－静内、山日高ターミナル－富川、静内－様似、様似

－広尾間の７町が関わる路線の見直しをしていきたいと昨年５月に確認し、昨年６月からジェイ・アー

ル北海道バスさんとは日勝線（様似－えりも間）の見直し、道南バスさんとは浦河－静内間の見直しの協

議を進めているところですが、最適化の協議自体は、減便や廃線の協議となっている状況です。運転手不

足や 2024 年問題、赤字の増加などを理由として、事業者から減便の申し出を受けて対応を協議していま

す。道南バスさんにあっては、浦河－静内間の全便廃止（静内から東側全便廃止）の申し出を受けている

ところで、最適化ではなく東部撤退の協議になっております。 

様似－えりも間の運行見直しは、日勝線のジェイ・アール北海道バスさんは今年の４月１日から減便、

ダイヤ変更を行うことで協議が整っております。ジェイ・アール北海道バスさんが各町を回って協議を

整えておりまして、各町合意しています。減便については既存便の様似－えりも間を平日４便、土日祝２

便を減便して、平日はえりも方面９便から７便となります。上下線あわせて１年間で利用実績が全くな

い 13か所の停留所が廃止されます。 

浦河－静内間の運行見直しは、道南バスさんが運行している日高沿岸線②浦河－静内間、新ひだか町内

の三石温泉－静内間まで合わせて９便ありますが、全便廃止を含めて協議が進んでいます。昨年まで国
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庫補助路線でしたが 10 月に補助から外れました。これまでは 20 分の９が国と道の負担で 20 分の 11 が

町とバス事業者の負担でしたが、国と道の補助が外れた中でどうするか悩んでいるところです。 

その他、減便・運休状況のまとめです。道南バスの日高町－平取町の１便が６月から運休、新ひだか町

の御園線が昨年９月末で廃止、日高沿岸線②浦河－静内間８便のうち２便が 10月１日から運休しており

ます。 

非常に厳しい状況で、一番の問題となっている運転手の確保に向けて、道の地域づくり総合交付金を活

用して日高広域連携推進協議会で交通部分に注力して取り組んでいます。運転手の確保に向けた事業や

バスの利用促進に向けて日高地域交通人材確保対策事業業務委託で３つの事業を行いました。まず、求

人広告をジョブキタで掲載しました。実際の応募はありませんでした。また、東京や大阪で行われた移住

交流フェアに参加して町やバス事業者で PRをしましたが、直接の応募に繋がったかと言うとそうではな

いと考えております。移住体験バスルート試乗モニターツアーは 21組から応募いただき、６名に参加い

たさきました。１組 10万円の交通費を支援し地域に来ていただき、実際に住んでもらいながら町の担当

者やバス事業者で案内をするなど取り組んできました。実際、ジェイ・アール北海道バスさんで３名の採

用が決まり成果がでておりますので交付金の有無にかかわらず、続ける必要がある取組だと考えており

ます。同様に道の交付金を活用した事業で、利用を促進するためのノベルティ配付事業については、ペガ

サス号ととまも号に乗車した方への配付を考えており 700 台作っております。写真立てで飾れるような

各町のゆるキャラが乗っておりまして、ノベルティを目的としたバスマニアの乗車を期待しています。

今年度中はさばききれないと思いますので、来年度以降も続けたいと思います。ジェイ・アール北海道さ

んにもお話をさせていただいて、日勝半島物語の切符と連携して PRいただけないか相談もしているとこ

ろです。以上です。 

 

【日高振興局 粟田部長（協議会副会長）】 

 ありがとうございます。各町のデマンドやコミュニティバスの取組と新ひだか町からは日高地域広域

公共交通確保対策協議会や日高広域連携推進協議会交通部会の取組についてご報告をいただきました。

ここまでの報告について、ご意見やご質問はございますでしょうか。 

 それでは、次の議題に移らせていただきます。（３）各バス事業者の取組について報告をいただきます。

まず、道南バスの伊藤室長お願いします。 

 

【道南バス 伊藤室長】 

 道南バスでございます。振興局はじめ各町の皆さんが取組についてご説明いただいておりましたが、

まず１つ目に、私どもも自社単独での運転体験会や会社説明会、自治体様が主催するバス、タクシーの運

転体験会、就職説明会、北海道移住交流フェアへの参加、運輸局、道、北海道バス協会が主催する説明会

への参加、就職情報誌への掲載、「HO（ほ）」と言う雑誌の２月号に独自で行った室蘭、静内、富川の自動

車学校での運転体験会の状況を記事として掲載をさせてもらうなど取組を行っております。 

また、先ほど新ひだか町の樋爪課長から移住体験を絡めた取組ですが、弊社３名、ジェイ・アール北海

道バスさん３名で、来週１名体験が残っておりますが、弊社は採用に結びついておらず来週の１名に期

待しております。 

運転手の確保に関しましては、他地域の自治体の方と制度づくりの協議をしております。まだはっきり
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としたことは申し上げられる段階ではありませんが、運転手の採用を行う労務部では今の取組は次年度

も引き続き継続することを考えておりますので、関係町の皆様にも今後ご協力をお願いしたいと思って

おります。 

現在、生活交通を維持する運転手を確保するため、弊社の運転手として就労した場合の道外からの移

住、道内からの転居と言った支援制度を他自治体様と協議をさせていただいています。コロナ前に採用

した運転手には定額の支度金を支給しておりましたが、本制度はコロナ禍で廃止せざるを得ない状況に

なり、現在は廃止しております。コロナの５類移行後に運転手確保の取組をする中で、他社さんとの比較

や移住いただく中で、地域の採用に繋がっていません。移動して就職していただく方のことを考えたと

きに必要との考えから現在支度金の復活を検討しております。地域での運転手確保が厳しいのは日高地

域だけではなく弊社の全エリア共通しております。まずは、ご賛同いただく自治体と弊社の支度金の取

組に対する助成や支援をしていただくことで内容の協議をしております。まだ、具体の自治体様や内容

は申し上げられませんが、私どもが考える支度金に上乗せするなどご支援していただく方向になろうか

と思います。こちらはまた情報提供させていただきます。 

また、４月１日からの運賃改定ですが、昨年 11月 26 日に北海道運輸局に認可申請を行っております。

運賃改正につきましては、乗務員不足が深刻化する中で、今後の担い手を確保するために賃金や労働条

件、職場環境の改善定着の促進、車両の老朽化や施設代替、利便性向上のためのキャッシュレス化に向け

た機器類の導入なども進める必要がありますが、経営努力で進めることが非常に困難であり、運賃改定

による収支改善しかないと判断したところであります。私ども消費税率の改定を除いて 1996 年の９月１

日以来約 29 年ぶりの運賃改定となります。令和７年４月１日からの予定で、認可時期は当初２月下旬か

ら３月上旬に考えていましたが少し早くなりそうです。引き続き、調整しておりますが認可になり次第、

弊社のホームページで概要をお伝えさせていただくとともに地域の皆様にお知らせをする部分で関係町

の皆様にご協力をお願いしたいと思っております。 

JR 北海道の苫小牧－鵡川間の４月１日ダイヤ改正が３月に行われます。ダイヤ改正の中で主には日高

沿岸線①、静内－苫小牧間についての路線の所要時分の見直し、JR 北海道のダイヤ改正の接続を時間変

更することで運行回数とか経路の見直しとかではなく時分変更で対応したいと思っています。 

苫小牧－静内間の所要時分の見直しについては、遅れの改善を図りつつ JR鵡川駅到着に合わせた対応

をしたいと思っております。一番懸念されておりました苫小牧を 17時 34 分に出発し、鵡川駅に 18時３

分に到着する便がありますが、３月のダイヤ改正で 18時６分に変更する予定と聞いております。現状の

バス運行では、鵡川駅を 18 時９分に出発する静内行きとなりますので、時刻表上３分しかございません

ので、便の遅れの改善も所要時分の見直しを図ることで鵡川駅を 18 時 14 分に出発し、静内方面に向け

て運行することで接続が図られると考えております。近々改めて地域の時刻の情報提供をさせていただ

きます。 

また、本年 10月１日に日高町の富川市街地に総合施設とみくるがオープンします。10月１日にダイヤ

改正を実施した中で富川を経由する便の見直しを図りたいと考えております。今後関係町の皆様と協議

等をさせていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

【日高振興局 粟田部長（協議会副会長）】 

 ありがとうございます。続きまして、ジェイ・アール北海道バスの大木部長お願いします。 
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【ジェイ・アール北海道バス 大木部長】 

ジェイ・アール北海道バスでございます。令和６年度の採用状況はそれなりに応募をいただいて採用し

ております。しかしながら、採用だけでは動きが変わらず昨年 12 月１日の札幌圏のダイヤ改正で約 140

便減便などを行い、やっと適正化した状況です。 

 札幌市内ですが、昨年 12 月１日に運賃改定を行いまして、札幌市内の特殊区間の運賃を 30 円上げま

した。また、季節運行ですが、手稲駅から手稲山に向かう便はインバウンドが多く利用されています。手

稲駅から一番上のハイランドまでの約 400 円を昨年 1，000 円に値上げました。利用者が減ると思いまし

たが逆に利用者は増加し、かなりの増収になっています。生活路線ではありませんので運賃改定による

増収を進めています。コロナ禍で抑えてきた施設の改修などもあり乗務員の待遇改善に全額を回すこと

はできませんが、背景には乗務員の待遇改善があります。国鉄バス時代に建設した厚別営業所が問題と

なっています。築 50 年以上経過しており地震で倒壊の恐れがあります。胆振東部地震の際も非常階段が

崩れてしました。建て直しをする矢先にコロナ禍で減益と大きな減便になり建て直しはできなくなりま

した。数十億の予算が必要ですが今建て直さなければならない状況です。増収分の大きな課題です。 

 日高地域では、樋爪課長から移住体験会やバスの試乗モニターツアーのお話がありましたが、弊社３

名の採用が決まっております。素直に３名増えて良いのは束の間です。様似営業所では国鉄バス時代か

ら勤務する職員が運行管理含めて４名おります。運行管理１名、乗務員３名です。運行管理の職員が１人

辞めると一緒に 60代の乗務員も辞めることになっております。結果プラスマイナスゼロです。本来は 65

歳で終わるところを 70歳まで頑張って運行管理を勤めていただいており、今年３月で雇用契約が終了す

る話が聞こえております。同時に乗務員の３人も退職となります。元々、日高地区に住まわれている方々

が様似営業所に、当時は浦河支所もあり大きい営業所で当時は上杵臼や杵臼から静内方面に走っており、

地元の方がたくさん勤めていました。今回の転換バスの運行に関しましては地元の乗務員だけでは運行

便数を賄えませんので、札幌市内の営業所から一気に 14 人ほど送り込むという施策をとらざるを得なか

ったということです。乗務員が永住希望で来る訳ではありませんので３年のローテーションでまた札幌

に戻す約束です。ところが、退職者の増加や様似営業所の増加も相まって、実際は４人の乗務員が延長し

て様似町に残っていただいています。新卒高校生の皆さんへの就職説明などチャンスをいただきました

ので、積極的に参加しながら、地元の皆さんに長く勤めていただくように取組を頑張っていくところで

あります。 

 路線の現状ですが、様似－えりも間の減便については、乗務員が増えなければ適正な路線維持が難し

いと言うことになりますし乗客が少ないところの減便を調整しなければなりません。弊社の路線ですと

広尾から静内まで広域に運行しております。広域路線を今後どうするか、広尾町は日高地域ではありま

せんが、私どもとしては同じ路線に入ってしまいますので、振興局の皆さんには、今後この路線をどうす

れば良いか、広域の面から振興局さんの方にかなりご尽力をいただいて、やっていかないといけないの

と言うところが、弊社の実情となっております。以上です。 

 

【日高振興局 粟田部長（協議会副会長）】 

 ありがとうございます。２社から取組報告をいただきました。ただ今の報告につきまして、ご意見ご質

問のある方はいますか。 

それでは議題（４）国の支援事業について情報提供をいただきたいと思います。室蘭運輸支局門間首席
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運輸企画専門官にお願いしたいと思います。 

 

【室蘭運輸支局 門間首席運輸企画専門官】 

 私の方から２点ご説明させていただきます。資料に基づき説明させていただきます。国の来年度使え

る補助事業についてですが、今映っておりますのが、交通に関する補助事業の全体像になります。中段の

水色の四角で囲まれている「交通空白の解消多様な関係者の連携・協働等による持続可能な地域交通の

進化」とありまして、左側「交通空白」解消等リ・デザイン全面展開プロジェクトとあります。この中か

ら２点ほど絞ってご説明させていただきます。ほかの事業につきまして、ご関心やご質問がありました

ら後日改めてでもお問い合わせいただければと思います。 

次のスライドです。「交通空白」解消等リ・デザイン全面展開プロジェクトは主に２つあります。１つ

目赤い四角の中の「交通空白」解消緊急対策事業、自治体が「交通空白」解消に向け公共ライドシェアや

日本版ライドシェアや AIデマンド、乗合タクシー導入等に新たに取り組む場合、都道府県が先導する場

合を含め立ち上げに要する費用を支援とあります。交通空白というのが全国各地、北海道にも何個かあ

りまして、交通空白の具体的な定義はありませんが、交通がなくてお困りの地域に関して新たなサービ

スを導入する場合、立ち上げに要する費用を幅広く支援する事業となっております。主な要件といたし

まして、以前から開始されているサービスの継続・拡充ではないこと、交通空白に対する取組が目的とな

っていますので、今までにサービスがあった地域ではないことが要件となっております。２つ目が地域

公共交通計画に現に位置付けられていること。又は位置づけられる見込みがあること。この２つが主な

要件となっておりまして、補助対象は都道府県、市町村、交通事業者等。支援内容は調査・計画策定・合

意形成・実証運行に係る車両システム導入・運行費等、補助率は 500 万円まで定額、500 万円を超える分

は３分の２となっております。新しい運行の導入など要件はありますが、補助対象も支援内容も幅広く

交通空白の解消に取り組む方、交通空白に要する費用が位置づけられています。補助率は 500 万円まで

国費 100％で超過分は３分の２補助です。例えば 800 万円の事業をやるとき 500 万円までは国費で出て、

さらに３分の２、500 万円を越えた 300 万円のうち 200 万円が補助されるということで、800 万円の事業

のうち 700 万円が補助されて 100 万円が地域負担となります。かなり補助率が高い事業となっておりま

す。「交通空白」解消緊急対策事業は次年度からはじめて実施される事業になります。 

 次に説明する共創モデル実証運行事業は日高地域でもいくつか活用事例はありますが、今年度事業も

継続となっております。デジタル技術等も活用し、官民共創、交通事業者間共創、他分野共創により取り

組む事業や共創を支える仕組みづくりを支援等となっておりまして、補助率は中小都市、過疎地などは

500 万円まで定額、500 万円分超分は３分の２となっております。内容につきましては官民や交通事業者

間、他分野との共創によって行う新たな実証実験に幅広く補助することができます。２つの補助につき

まして、今月中に公募が開始予定となっております。公募の時期はまだ明確になっていませんが、公募開

始時期がわかりましたら、改めて共有させていただければと思っております。 

 ２点目です。退職予定自衛官の活用に関する取組といたしまして、北海道運輸局では自衛隊地方協力

本部と業界団体の皆様と連携して退職予定自衛官の方に対してバス、タクシー、トラック業界への再就

職支援のための運転体験会や業務個別相談会を実施しております。道内の開催状況は資料のとおりとな

っております。室蘭運輸支局では昨年５月に東千歳駐屯地で36名の自衛官にご参加いただき、バス会社、

タクシー会社に内定者が出ております。次年度の開催意向につきましては、自衛隊と北海道運輸局で調
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整中でございます。退職予定自衛官の方と道内バス会社によるインターンシップの実施に対して、自衛

隊とバス協会の橋渡しを実施しております。私からの説明は以上です。 

 

【日高振興局 粟田部長（協議会副会長）】 

 ありがとうございます。ただ今の国の支援事業につきまして、ご意見ご質問はありますか。 

  

【室蘭開建浦河道路事務所 河門前所長】 

 運輸局さんの方から説明がありまして、まさしく今回の活性化協議会にピンポイントに必要な交通空

白の解消に向けた非常にわかりやすい交付金の説明ありがとうございます。開発建設部においても、令

和６年度の補正予算、令和７年度の当初予算で新しい地方経済生活環境創生交付金の募集を行っており

ます。間に合いそうにない非常にタイトな期限ですが、第２の矢、第３の矢でインフラ整備やデジタルと

の絡みなど施策によっては絡めて活用できそうな交付金で一度見ていただけると該当する部分が少し出

てくるかなと思って聞いておりました。全部で 35施策くらいありますが、例として、施策３に交通モー

ド間の結節点強化など町の賑わいの創出とあります。町中で取り組もうとしていることに対して、企画

課や他課で立ち上げたい取組があるが、どうもお金がないといった時に様々な課が連携した上で活用で

きる交付金がありますが、基本的に自治体が主導になります。ただし、先ほど運輸局さんも言っておりま

したが、多様性をかなり言われておりまして、官民、他に運輸会社の方だとか人というところでまちづく

り隊の方だとか、色んな事を絡められますと言うところで、新たに作っていくとかなり必要になると思

うのですが、既存のもので今動いている部分で、今一度うちの交付金の補助で何かないか、施策として使

えるものがあれば、今は大枠しか話しておりませんが、ご紹介させていただきました。先月、首長を交え

て、各町には説明をさせていただきまして、内容によっては，振興局さんや道庁さんも実は活用できる事

業になっております。本庁から連絡はされていると思いますが、参考までに事業者さんもいらっしゃい

ましたので情報提供をさせていただきました。期限が短すぎて現実的ではないですが、次の２の矢、３の

矢で思い出していただき、何かあれば私の方でご説明や資料配付をしたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

 

【日高振興局 粟田部長（協議会副会長）】 

 概略のわかる資料などありますでしょうか。後ほどご提供いただき共有させていただくことでよろし

いでしょうか。 

 

【室蘭開建浦河道路事務所 河門前所長】 

 霞ヶ関の方で関係自治体である道庁や町に共有されていますが、資料はかなりの枚数になっています。

紐解いていきますと３～４時間程度かかりますので、必要がありましたら 30 分程度で概要の説明に伺わ

せていただきます。 

【日高振興局 粟田部長（協議会副会長）】 

 バス事業者さんにも情報共有した方が良い内容であればご提供いただければと思います。 
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【室蘭開建浦河道路事務所 河門前所長】 

 資料がありますので、振興局さんを通じて配付いただければと思います。 

 

【日高振興局 粟田部長（協議会副会長）】 

 ほかにご質問ご意見はございますでしょうか。 

  

【新ひだか町 樋爪課長】 

 先ほど運輸支局さんから退官自衛官についてのご説明があり、実績があるというところで、昨年の５

月に開催された東千歳駐屯地で 36名の方が参加して内定に至った方がいるとのことでした。振興局さん

が取り組まれている確保部分の実績はあがっているのでしょうか。 

 

【日高振興局 上田係長（事務局員）】 

 静内駐屯地の取組についてでしょうか。３月に実施する予定でありまして、今まさに調整していると

ころで、どれだけご参加いただけるかは、今はまだわかっていないところであります。 

 

【日高振興局 井神課長（協議会事務局次長）】 

現時点では 15名くらいです。 

 

【日高振興局 上田係長（事務局員）】 

 参加人数が決まりましたら、お伝えすることはできると思います。今回の静内駐屯地での取組は幅広

に参加を募っていただいておりまして、退職間際の方もいれば少し若い方もいらっしゃって、広くバス

業界を視野にいれていただけるよう取り組めればと思っておりますので、その後すぐに直結するかは未

知数ですが、まずは試行的に取り組みたいと思っています。 

  

【日高振興局 井神課長（協議会事務局次長）】 

静内駐屯地の隊員の方がそんなに多くないので、退職間際に絞ってしまうと対象者の方がかなり少な

くなってしまうということもあって、若い方にも声をかけていただいております。隊員さんもトラック

ドライバーとかに取られてしまうこともありますので、バス事業者というところを印象づけるという意

味でもまずはトライとしてやってみるというところであります。 

 

【浦河町 長崎課長】 

消防で同様のことをやっても、各町広域で組合を持っており単体でできませんので、同じように定年後

の先として、地元に定着している職員さんですから、関心を持つ人も出てくる可能性がありますので検

討いただければと思います。 

 

【日高振興局 井神課長（協議会事務局次長）】 

自衛隊の取組は年齢を幅広にやっておりましたので、来年以降どうしようかと思っていたところでし

たが、２の矢で消防さんが有望であるのであれば考えたいなと思います。 
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【浦河町 長崎課長】 

 大型免許を持っている方は結構いますので、あとは開発にいる現業部門の方とか、道の関係の方もあ

るかもですので、そういった小型の車両の方をターゲットにするのは展開次第ではあると思いますので、

ましてや地元に居住されている方であれば残っていただける事業者の方、ドライバーになりえる可能性

がありますので、振興局さんから声をかけていただけると各町、単体よりは動きやすいというのはあり

ます。  

 

【ジェイ・アール北海道バス 大木部長】 

 バス事業者としても消防とかの大きい車両に乗っていると、車両感覚がわかっているので、現場へ入

った時、運転見習いとした時も一般の普通車しか乗ってない方からみると訓練期間若干も短くひとり立

ちさせられますので、私どもとしてもメリットはあります。 

  

【日高振興局 井神課長（協議会事務局次長）】 

 自衛隊は敷地が広いので、敷地内で今回やらせて貰うのですが、消防だと走行させる場所をお借りす

る可能性が出てくることがあるので、その際は皆さんに相談させていただきながら進めていきます。 

 

【日高振興局 粟田部長（協議会副会長）】 

 実際に消防関係の OBさんが就職されたパターンがあったりするのでしょうか。 

 

【ジェイ・アール北海道バス 大木部長】 

 うちはないです。 

  

【浦河町 長崎課長】 

 若手の方が途中で消防を退職して、別の業種にという方も出てきていて、定年退職が近い方だと割と

現場から離れているので、また現場に戻ることを躊躇う方もいて、役職が高いとなかなかそこからドラ

イバーにってことにはならない。若いうちから関心を持っているとあるのかなというところです。知っ

て貰う良い機会になると思います。 

 

 【新ひだか町 樋爪課長】 

 以前、書面開催で地域間幹線系統の補助の関係で評価みたいなものが照会されておりましたが、すで

に終わった時点での意見照会、評価すべき時期も過ぎた時点での意見照会であり、本来であればそこに

向かってどうすべきかを出していくところだと思うのですが、そこの説明がなかったなと。浦河－静内

間の国庫補助路線が外れたというところで、外れた段階で評価がどうですかという意見照会が来たので、

それはうちとしては終わったことなので、どうしようもないですし、意見なしでも何も変わらないとい

う状況なので、これから先、国庫補助路線から外れそうな路線というのが出てきますが、そういうところ

が終わってから評価しても意味がないので、その前にどうあったら良いのかというのを取り組んでいた

だきたいです。 
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【日高振興局 井神課長（協議会事務局次長）】 

 同じご意見を長崎課長からもいただいておりまして、年明け前になるのですが、一度お話をさせてい

ただいたところでした。我々もそこのところは、ごめんなさいとしか言えないところであります。例年い

つ時点で来るとかもわかっておりますので、それを見越した上で今後照会をかけさせていただきたいと

思っております。 

  

【日高振興局 粟田部長（協議会副会長）】 

 その他質問等ありますでしょうか。 

これで予定していた議題が終了となりましたので、司会を事務局にお返しします。 

 

【日高振興局 井神課長（協議会事務局次長）】 

 建設的なご意見も色々といただきましたので、これは反省するところも多々ありましたので、受け止

めさせていただきつつ、引き続き皆様とともに地域公共交通の発展に努めて参ります。協議会について

はこれで閉めさせていただきます。ありがとうございました。 


